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キ ・ ウチ ク トウ花粉喘息に関する研究

第 1 報 ．キ ョ ウ チ ク トウ花 粉 （雄 しべ ） ア レ ル ゲ ン に つ い て

緒　言

兵 庫 県 立 尼 崎 病 院 塚 口 分院 内 科

　　　池 本　信義

　 （受付 ： 12月 8 日，1969）

　花粉症 と は，花粉に よる ア レ ル ギ ー疾患で ある が，そ

の 研究の 歴史は 占く，
1819月 枯草熱が Bostocki｝ に よ

り記載 され た こ とに は しま る．その 篋， B！ackley ’〕

は

枯草熱が花粉｝こ 接触 して お こ る こ とを 証萌 し た （1873

年）．今世紀に なつ て NoonS ）

や Freemane が そ の 減感

作療 法 に つ い て 研究 を お こ なつ て い る ．そ の 俵，欧 米 で

は，こ の 方面の 研究 が すすみ ，花粉 は 鼻炎の み で な く，

眼 結膜 ，咽 頭，気 管支，消化 管に もア レ ル ギ
ー
症 状 を ぎ

た す こ とが 知られ た
繊 ．また，原因に なる 花粉 に つ い て

も多くの 種類が 探究 され て い る
i）

．

　斎藤
d：

に よ る とわ が 国で は， 最近10年ま で は こ の 方面

の 研究報告は 皆無 で あ るが ， 1960年 荒木 の 花粉症 の 研

究
Tie ）

が 発表 されて よ り，ブ タ ク サ 花粉症
駒

， ス ギ 花粉

症
i『 UL

，牧草花粉症
12 ｝

，カ ナ ム グ ラ 花粉症
5 ｝

， な どが 次

々 に 証 明 さ れ て きた の で ，現在市 販 され て い る 花物 ア レ

ル ゲ ソ エキ ス もや つ と10種 を か ぞえ る よ うに なつ た ．

　本来，花 粉症 は，花栂の 季節的消長に 応 じて 症状起伏

が お こ る こ とが特徴で ある ，し た が つ て
， 空中花粉数の

検素 が 四 季 に わ た り，わ が 国 で もお こ なわ れ る よ うに

な つ た
7‘嚇‘．

、花粉 曲線は ，　そ の 地 区 に お い て 各 特 徴 を

もつ はず で あ る が，一
般 に tree　 seasen ．

，
　 graSS　 sea −

son ．，・veE ’｛1 〜eas ・ n の 3 ］Vユに 分け られ る．尼崎市に お け

筍花粉曲鬚家は また不明て あ るが ，
キ ョ ウ チ ク トウ の 開花

期問は 長く，花粉症をお こ し うる条件 は 充分あ る と推定

した の で r そ の ア レ ル ギー的検索に と りか か つ た ．以 卜

現 在まで に 得 られた知見に つ き報告す る．

キ ョ ウ チ ク ト ウ に つ い て

　キ コ b チ ク トウ，夾竹桃，（Nerium　 indi‘u 厂n 滝1itt・
，

A’e 厂”仞 ・dorum ・S・land）
；［・｝；‘nn

は，被 子植 物，双
．
ゴ庶

類，台弁花類，回 施花 目に 属する 植物 で あ る ．イ ン ド

原産 の 常緑潅木．イ タ リ ヤ
， 南 フ ラ ン ス な ど地中海 の 沿

岸、米蟹 カ リフ オ ル ニ ヤ な ど の 温暖な低湿地 に よ く繁茂

す る ．わ が 国で も， 関西 以南の 瀬戸内海岸，九粥 お よび

奄美諸島な どに 分布し てい る ，大気汚染，誹気 ガ ス など

の 公 害 に 強 く， 工 業都市の 繰化運動に 適する とされ ，尼

崎市 で は 市花 に 指定 されて い る．

　幹の 高 さ 3m 余．葉 は 厚 い 革質で 隷 状 お よび 針状 で あ

る （写真 1＞．花 は 緊繖花亭をな し頂生 し，花径は お よそ

3   で ある ．蕚 は先端 が 5裂 し各 裂 片 は 披針状，の み 形

写 真 1 ．
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＼

図 1 ．

N
“

で ， 花冠は 筒状葯形をな し ， 副花冠は 4・＝ 5裂 し各裂片

は や や 同長 で あ る （写真 2）．雄 しべ は 5 本 で 花筒 の 上部

に つ き，鐘の 先端 に は 毛 の あ る糸状 の 付属物があ り互 い

に 接触し て柱頭を 合着し て い る ．（図 1 ）．写真 3 は 雄 しべ

の 顕微鏡写真を示す．写真 4 は花粉の強拡大の顕微鏡写

真で あ る ．開花期 は 夏 で あ る が ， 尼崎市 で は 6 月初 め よ

り10月 末 まで の 5 ヵ 月 に お よぶ ．

写 真　 3

写 真 　 4

　毒性 に つ い て は 一
般 に 認 め られ て い る よ うで あるが詳

細な記載 は な い ．妻鹿
18 ）

に よれば，葉お よび 樹 皮 （乳

汁〉 に digitalis成分 に 類す る強心配糖体が あ り こ れが

有毒 とされ て い る．

キ ョ ウ チ ク ト ウ ア レ ル ゲ ン に つ い て

　空中飛 散花粉 の 検索 に つ い て は 今後お こ な う予定 で あ

る ．キ ョ ウ チ ク ト ウ の 開花初期は花全体に粘液 よ う物質

が多 く，また 形態学的 に 葯 の 先端 に あ る 糸状 の 附属物が

分離 しに くい の で ， 花粉の み の大量 の 収集は容易 で なか

つ た ．し た が つ て こ の 糸状 の 付属物を つ け た ま ま の 状態

の葯 （すなわ ち雄 しべ 全体）を ピ ソ セ ッ トで摘出 ， 収集

し た ．

　上記 の キ ョ ウチ ク トウ雄 しぺ を 鳥居薬品 KK に 依頼 し

て ア レ ル ゲ ン エ キ ス を調製し た ，こ れ は D ・P ．法す な わ

ち Dextrose −Phenol 液を使 つ て 抽出した もの で あ る．

こ の ア レ ル ゲ ン エ キ ス は 1 ： 10で 20．57＃gPN ／ml で あ

る．診断用 ア レ ル ゲ ン エ キ ス の濃度は 他 の 花粉同様 1 ：

1，000液を 用 い る こ とに し た ．こ の ア レ ル ゲ ン エ キ ス を

健康 人10名 （年令 18才〜46才 ， 男 5 名，女 5 名）を対象

と し て 皮内反応を お こ な つ た 結果全例陰性 であつ た ．

症 　例

　 昭和44年 8 月下旬よ り同年11年上 旬まで に 当院 ア レ ル

ギ ー
外来を訪れ た 気管支喘息患者全例，すなわ ち61例を

対象と した ．年令 は 5 才 よ り72才 まで の 男26例 ， 女35例

で あ る ．呼吸 困 難発作は 比 較的軽 く
， 重症者 は 含 まれ て

い な い ． Swineford ’9 ，
は気管支喘息を 家族歴 ，気象と

の 関係，喀痰 の 性状 に よ りア ト ピー型 ， 感染型 ， 混合型

に 分類し て い る が ， 上記の61例 中，感染型 と考え られ る

もの は 5 例 に す ぎな か つ た ．

　　　検査成績

　A ）皮内反応

　使胴 した ア レ ル ゲ γ エ キ ス は 1 ： 1000液で すべ て 烏居

製品 で ある． （但 し真菌類は P 　10000液を使用）・キ ョ

ウ チ ク ト ウ ア レ ル ゲ ソ エ キ ス 以外 で は室内塵 は じめ 12種

類 の 陽性頻度 の 高い ア レ ル ゲ ン エ キ ス を 使用 し た ．

　そ の 結果，表 1 の よ うな陽性率が認め られ た 、す な わ

ち キ ョ ウ チ ク トウ ア レ ル ゲ ソ エ キ ス に 対し て 陽性 を 示 し
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　 表 1　61鶴の 艇息患 者 に つ い て 湯 性 と な つ た　　　　　　　表 3　 キ ョウ チ ク ト ウ抗 際 湯 性篭 息患 者 の 牛 息

　　　　　 各種 ア レ ル ゲ ソ の 陽性率　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発 作 好 発 月，

i 辮 i 賜 性率

カ ン ジ ダ

夾 竹 桃

H ・D
♪ 　　　　 ス
て 　 　 　 　 　 ．

ワ 　　 　 タ

ブ タ タ † 花粉
t／　　 　

●
！　　ノ、　 コ

ペ ニ シ リ ウ ム

タ　 タ　 ミ

ス ギ 詫 粉

ア　 　 　ル

大　 　毛

狛　 　毛

1 86509966541112111 45．9％

26、224

，616

．414

．814

．89

．89

、88

．26
．5L6L6L6

，・
素
−．

　

高
9

呂ゴ一
辛．デ

〜

範

≧
。

「
…

−

、　
司．」」

　

ロ
　

ニ

冖
69

「ヘノ
　ト．了

．
ε

卸

（
上

。

罅

誌

ま

硝

二剛冖』
∵

二

　

．p
こ
　』

，
／
．
こ
．i415 …6i7i ε

：
　

唱
：
．
u

1つ
厂f．．，，

尸丿

　 こ．つ io 　 ひ δ

…　
・；．こ） 王 o ＝

　 三1 ？

：　 ξ ［1・○ 　…唖
「

’
一一一

1

匸．
．
・

つ 鼓 o 　蕊 G1．
；： っ 弘 5

−．．
節 δ

　　　　 彡
／

・一．『一．
一　　　　　　　〆

i 擬
　
ド
r　　 て ワ

　　　　　　　　 　 1 ； lli … 既 づ　　　 …

．π ぎ鴛刊ll☆
・1・瞬÷1疑辮晦 ；一一 ．．一一一一　　

．．．．一
　≡．‘一←一．｛L ．‘

ド
晶尋‘・‘．‘‘‘4 つ ムrr 岬

匿
層
i 嘉 o 聾 o −　 53

．
　 2　 i　…　 ；　

．
　 乾 iワ．厂：ti．．广

　 　 ，
・
［
・．爵・〇 三qO 　　　　 　　　　 し帰 ∴

「＋・
．
O

．
須O手

T
　p「り
皿

…皿…「77 9
「．“rhT

藁 璽
゜ 三L9」・4 ・雛 ．レ孝乞諺鑽 奪 一批 響

　r
’．
「 i

−
1
．
：　　　　　　　　　 i，，．　 1

厂 †
一．

三
・・−

1
一

寸一

三…ス o 定 o 　：
・
：
・s ・・〜11

ξi静 ⊆」型 ≧．一．生 配玄止
二 ；

一一
・ザ 1断 讐讐寸≠吻 ．

　　　　　　　　　　　　 ＿ − 　 　　 　
E35

∠

　
2e − i”・　 ＋11 ： t： 3a

衷 2　 夾 竹橈 抗 療賜性胤 息患 者 の 各 種 皮 内 反 応 成 畝

…餐艦 i・ ・ ・ …
i ブ タ 1ヵ ソ i

1 ・ 片 … 烈 蟲 劉
　　　　　　　20… 6 × 8i
2 渡 ○ 英 ○

δ…葱 o×3。 i　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　コ

… 　 昭 ・ 響膿 釧
　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　　　　　 21… ユOx8 　
1

4　山 ○ 　憲0

　 　 　 　 　 　 　 21…　 8x10
5　片 C 美 ○ 子

　　　　　　　 ＋ ： 3D× 20　1
　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　
・ 川・ 弘 ・ 聡 1芟ill

　　　　　　　 33 …　ユ2 × 10　　i7　竹 ○ 　政 O
　 　 　 　 　 　 　 o 　i　34x40 　 i
　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　 　 　

8 阪 ・ 弘 誓：器鑑 i
　 　 　 　 　 　 　 　 　　　 　　　 　　 　 　
　　　　　　　 47112 × 1ユ i
9　竹O 　善○　δ …

一
セ6×2G　i

　 　 　 　 　 　 　 　 　　　 　　　 　　 　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　コ

・・ 垣 ・ 輝○ 誓…il姜il　i
11 喜 … 一 ぎ膿 蝦
　　　　　　　 16…　14 × ユ5
12　永 ○ 　賜 ○
　　　　　　　 δ … 20x2G

13 手 G 鮒 瑞 騫
　　　　　　　 20 ；11x1。 1
14　鈷 ○ 　 典 子　　　　　　　 」二　…　22× 26　i
　　　　　　　33　hi ・ 10　i15　大つ 　定 O
　　　　　　　 δ 115x10　 i

16藤。 修 ぎ霈黜　　　　　　　　 ．　　　　　　　　　　　　　　　　1

rt
：，荻 函r　l ＋

　　　　　】

1一

十

一

十

　

十

一

十

一

十

一

一

　

十

一

十

十

一

十　 　
一

十

「＋

十

一

十

十

［

十

一

十

十

ジ ダ i
　 　 f

　 　 　 　 　 E　 　 　 ：　 　 　 1　 　 　 ：

・ ・ ス

や
・ ・i・ パ ・i獄 i・・毛

］剰

ll

］

1

一

一

十

十

一

一

一

一

ii

十

十

　

十

十

　　　　　　　1

十 　 　
一

　 　
一

　 　十

一

一

一

一

一

一

一

一

十

十

÷

一

十

一

十

一

1一

一

十

一

一

一

一

一

一

十

一

一

一

冖

2

2

3

3

5

1

5

a

4

2

1

0

3

0

3

1

9541s21 　 　 33111 ／

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Allergology

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Allergology

池 本 　信義 23−（191）

た の は 16例 で 26．2％ とい う高い 陽性率 となる ．こ の 陽性

患者16例 とそ の 皮内反応全部の成績を表 2 に 示 した．こ

の うち第 3 ，第 5 ，第 6
， 第10お よ び 第 11例 は 問診 に よ

りキ
ョ ウ チ ク トウ蘭花 に よ り発作が お こ る とい 6訴えを

もつ て い た．

　 B ）皮内陽性者 に つ い て の 分析

　 表 2 の ご とく，キ ョ ウ チ ク ト ウ ア レ ル ゲ ン 皮内反応陽

性 16例 の うち キ ョ ウ チ ク ト ウ ア レル ゲ ン 単独 で 陽性を 示

した もの は 3 例 で あ り， 反対に 他 の ア レ ル ゲ ン が同時陽

性 を示 した もの で は 5 種類が最高 で あつ た ．また 同時陽

ttア レ ・げ ン の 種類 に つ い て 偶 室 1勾塵が 9 例 で ，もつ

と も多か つ た ．

　表 3 は キ ョ ウ チ ク トウ ア レ ル ゲ ン 陽性患者 に つ い て の

気管支瑞息好発 月で あ る ．す な わ ち 16例 の 全例が き ヨ ウ

チ ク ト ウ開花期 で あ る 6 月か ら10月 の間に 喘息発 作があ

る こ とを示 し て い る ．と くに 8 月が発作頻度 の ピ ー
ク と

な る よ うで あ る ．

　キ ョ ウ チ ク ト ウ ア レ ル ゲ ン 陽性患者 の 住所 に つ い て分

析 した結果を 述 べ る ．16例中 3 例 は 尼崎市外居住者 で あ

る が，残 り13例 は 市 内居住者 で あつ た ．図 2 に 示す よ う

に ， 3 例が 市街地 （商工 業地帯） の 居住者で 残 り10例 は

　 　

　 　
／

∠一一　一一　一一一一一．．一ノ

　　図 2 ．尼 崎 市 内 に お け る夾竹桃陽性喘息患者 の

分布．

郊外住宅 地 区 の 居住者 で あつ た ．

　 C ） PK 反応

　キ ョ ウ チ ク ト ウ ア レ ル ゲ ン 陽性喘息患者 の うち第10阿
と第14例 は 入 院 し て PK 反応を お こ な つ た ．そ の 結果 ，

第10例で PK 反応は陽性 とな り， そ の 閾値 は 1 ； 23 を

示 し た ．

考　案

　 キ ョ ウ チ ク b ヴ の 囲花期間 が 例外的 に 長 い こ と， お よ

び 尼 崎市附近 に は そ の 裁培が盛ん な こ とか ら， こ の 花粉

症，と くに花粉暢息 （Hay 　Asthma ） の 存在 が 常識的 に

考えられ る ．し か し現実セこ は 科学的な空中花粉の 検索が

ま だ お こ なわれず ， また 全国的 に み て キ 。 ウ チ ク トウ の

花粉曲線が 示 され た とこ ろ は ない ．今後充分検索す る必

要を痛感す る ．キ ョ ウ チ ク トウ の 花粉 は 比較的量が少な

い とさ れ，虫媒花 で あ る の で 空中 の 飛散は 少量 だ とす る

説 もあるが，空気 の 乾燥 の 程度，風の強さ，花が 枯れ る

場 合な どに は 相 当量 の 飛 散 があ る と推定さ れ る ．い ずれ

に せ よ植物学的 に も不 明な点が 多く，今後多数 の 学者に

よ る研究が必要 で あ る こ とは言 を ま た ない ．

　 著者の観察 に お い て も純粋な花粉を集め る こ とは 照難

で あつ た の で
， 雄 しべ の 先 の 附属物を つ けた ま ま の 状態

で 材料収集を行つ た が花粉の 空中飛散状況 の 検索が な さ

れれば もつ と合理的 な花粉収集も可能 と な る と思 う．気

管支喘息患者 に た い し て お こ なつ た キ ョ ウ チ ク トウ ア レ

ル ゲ ン 皮 内反応 の 成績は 26．2％o と カ ソ ジ ダ ア レ ル ゲ ン に

次 い で 高率 を示 した こ とは 上記 の よ うな材料を使用 した

た め に あ らわ れた 非特異的皮内反応が含 ま れ て い る の で

は な い か とい う点が懸念され る．

　 しか し次 に 述べ る 条件 を考え て み た 場合 セこは こ の 問題

は 否定 で きる の で は ない か と考え る ．すなわ ち

　1）　 PK 反応陽性者が あ つ た こ と．

　 2）　16例全例が キ ョ ウチ ク トウ開花期間 に そ の 喘息発

作の 好発月を もつ て い る こ と．

　3） 問診に よ りあきらか に キ ョ ウ チ ク ト ウに 原因があ．

る と訴えた症例 が 5 例存在 した こ と．

　4） 工揚地帯や商店街 の 居住者 で キ a ウチ ク トウ ア レ

ル ゲ ン 陽性喘息患者 は 少な く， キ ョ ウ チ ク ト ウ の 裁培が

盛 ん な 周 辺 の 住 宅 地 帯，郊外地帯に 陽性患者が多か つ た

こ と．

以上 で あ る ．
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　その 他，キ ョ ウ チ ク ト ウ の 花は ，Nerium　 Qdorum

とい う名 の 示す ように ，
か なりの 強烈な芳香があ り，こ

れ が一
次的な気道刺激 とな る こ と も考え られ る．しか し

それ だ け で は皮内反応の 陽性率 は 出現 し ない は ずで あ

る，む しろそ の 芳香を有する花 に 含まれ る物質が 吸 入 性

抗原 と して 働い て い る もの か もしれ な い と もい え る ．

　今後吸入誘発試験 や 鼻粘膜試験，眼反応な ど の
一

連 の

ア レ ル ギ ー反応 を お こ な つ て 花粉症 で あ る こ との 確証 を

うるよ うに 努力する予定 で ある ．また最近，花粉症 に 関

す る交叉 反応 の 問遜 が論 ぜ られ て い る の で キ ョ ウチ ク ト

ウ科 の 他 の 品種 に つ い て も同様な テ ス b を お こな う必 要

があ る．

結 　 語

　気管支喘息患者61倒に キ ョ ウチ ク ト ウ花粉 （雄 しべ ）

ア レ ル ゲ ン の 皮内反応を お こ なつ た とこ ろ26鬼 とい う高

率 の 陽性者 を認 め た ，そ の 結果 に つ い て の 分析 と若丁
一
の

考察 を お こなつ た．

　 （嫺筆す る に あ た り，キ ョウ チ ク ト ウ 花 粉 ア レ ル ゲ ソ

の 調 製 に 対 し て 多大 な ご脇力を 惜 し ま れ な か っ た 鳥居薬

品KK に 深 謝 の 意を 表 す る ）
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ABSTRACTS  OF  ORIGINALS

-Especiall>r onPresent

 Views of  A]lergy Clinic in Japan
the  Admimistrative Orientation at  PrCisent and  /Various

   Problems  to be scttled  in Future

           Susurnu Nakamura

Allergy Centre of  Shizuoka National Hospital

    
The

 allergy  clinic  is recently  set  up  in university  hospitals, in national  hospitals, and  in others,  for
the

 purpose of  examining  and  treating  systemat!cally  the  patients with  allergic diseases by allergological
means.

 
Durlng

 the period of  5 years since  the  start  of  our  AlleTgy Centre, the  patients who  visited  our
clinic were  l l83 cases;  asthma  bronchiale 653 cases,  rhinitis  allergica  l26 cases,  urticaria  3C)6 cases  and

the orhers  98 cases.

    
The

 number  ofpatients  is en  the increase every  year, the greater part of  them  visiting  from  Shizuoka
C!{y

 
and

 
its

 
suburbs.

 The  patients with  bronchial asthma,  however, came  not  onl)r  fi'om a  short  distance,
but

 also  from a  great distance, so  far from the  shore  of  Hamana  Lake oT the  Izu-Peninsula, and  even  out-

side  the  prefhr]ture. From  these  facts, it is con.iectured  that  the  patients suffk]ring  from  bronchial asthma
itinerate in search  ef  any  more  eflk]ctive  treatment.

    
The

 
author

 
investigated

 on  the  present slate  ef  allerg)' clinic,  sending  out  opiniona{res  <enquetes) to

{lmos.teve.r)Jdgpartmentofinternalmedicine,pediatrics,oto-rhino-pharyngo-jaryngologyandderTnatology
in

 
umversities

 
in

 
the

 
whole

 country.  As to the 69 departments in "'hich  the  allergy  cllnic is established,
in

 some  of  them  the  proper examining  room  is alloted  for allergy  clinlc, while  in a  large maj  ority  the general
consultation  reom  is dlverted to allergy  clinic, merely  applying  afier  the  general examinations.  The
consultation

 days, in the  grcater part of  al}ergy  clinic,  are  one  to three  a week.  In halfthe ai!ergy  clinics,

the
 
allergist

 
is
 pDsted Sn fu11-time, but in another  half doctors interested in studies  ofallergv'  are  in charge

of  consultat{on,  Henceforth the establishment  of  allergy  clinic seems  to have  some  connection  with  the
course  ef  research  ancl  investigation in the  very  dcpartment concerned,

    
The

 
same

 
investigations

 as  to the  unis'ersity  hospitals were  a]so  carried  out  to the  national  hospitals
and

 
others.

 And  it "'as  noticeab]e  that  {n the  greater part of  these  hDspitals, allerg)' clinic  is co-operating
technically  with  that  of a  unlversity  hospital.

    Here the  author  concludes  that,  slnce  al]ergy  clinic is nosv  contributing  so  much  to lhe examination
and  treattnent  of  allergic  diseases in the  surrounding  areas  of  each  hospital, this drE ft of  the  medical  world

ought
 
to

 
be

 propelled :o the develepment of  allerg>'  clinic  proper, cultivating  able  allergists and  giving
independence to allergo]ogy  in the  Medical Treatment  Law,

Study on  So-called ``Belsugi

 Asthma'i (I)

           Shotaro Mitsui, Kisao Shikanai, Michitoshi Kernatsu, Terukazu Shimoda  and

                                   Toshiharu Horiuchi

       
1'hird

 
Depar{ment

 of  Internal }rledicine, Iwate  Medical University School of  ?s･ledicine,

                               (Dlrector: Proi S, A･litsu{)

    
In

 
Nfarch,

 1968 the  authors  found a  patient }vith  hronchial asthma  among  the  workers  dealt syith
"Bei-Sugi"

 in Ichinoseki Cit)', Ivvate Prefecture. This finding Iod to the atternpt  lo find asthmatic
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patients among  the woodworkers  in the  saw-mMs  in Ichinoseki City and  Noshiro  City, Aklta Prefecture,
Furthermere, some  clinical  examinatiens  were  performed  to elucidate  the  etiology  of  this type  of  asthma

on
 15 asthmatic  cases  of  woodworkers  ln both cities  and  9 cases  found in the  out-patient  clinic  of  our

hospitRi. Results ebtained  ".ere  as  follows.

    
1)
 The  incidence of  the asthma  was  7.00,･a of86  woodworkers  in Ichinoseki City and  ].Z%  of828

woodworkers  in Noshiro City. The  di'fference between both cities  was  theught  to be due to the  diflbrence
of  the installation ef  their saw-mi11s.

    2) li{ost
 pat{ents above-mentioned  had their  own  histor>' or  family history for allergic  diseases.

The  majority  developed the disease within  1 to 5 months  after  engaging  in their  work.

    3) The  
"Beisugi"

 sawed  in the  saw-mills  in both cities  was  proved  histologically te be western  red

cedar.

    4) The  skin  test, the  inhalation test and  Prausn{tz-Kifstner reac{ion  were  performed with  the  extract
obtained

 from western  red  cedar,  A  positive reaction  was  founcl in 17 of20  cases  in the  skin  test, i5 ef
18 cases  in the  itthalation test and  9 of  l7 cases  in Prausnitz-Ktstner reaction.

    
From

 the  resuits'  above-mentioned  the  asthma  occured  in the  workers  dealt with  
"Beisugi"

 was

considered  to be an  al]ergic  inhalative one  due lo `iBeisugi"
 <western red  cedar)  as  an  antigen,

      The  Clinical Investiga{len of  the Bronch{al Asthma  Caused by the Pellen of  twrium indicum

                          Ist Report. IVlerium Pol!en Allergen  Extract

                                    Nobuyoshi  Ikemoto

             Department of  Internai Medicine  Hyoge-prefectural Amagasaki Hospital

    
The

 clinical  lnvestigatioR of  the  Bronchial  Asthma  caused  by the pollen of  INlerium indicum ts{ill,
which  is distributecl widely  in westJapan,  is described.

    
The

 pollination of  the  tree of  Mriurn is frem  June to  October  in Amagasaki district.
    The  results  are  as  fo11ows,

    
1.
 

Among
 61 cases  of  Bronchial Asthma,  who  visited  rny  allergic  clinic  in this auturnn,  l6 cases  of

the
 polien asthtna

 
of

 7Nlerium were  demonstrated, by the  intraderma] test with  Mrittin pollen extract.

    2. 0f  these  I6 cases  ef  Mrium  Pollen Asthrna, 3 cases  were  negatiye  to the intradermal test with
other     allergen  eNtract.

    
3.
 

By
 
thc

 
anamnesis,

 these  l6 cases  of  7Vl?rium Pollen Asthrna were  sick  enough  during the  polllna-
tion

 ef  iVlerium  indicurn, mostiy  in June, Ju]y, August and  September,

preat4e'r ppta'It.7SLfOftiheet?eaeti:.sntsp}a/'ittehd.MfiUM 
PO]len

 
Asthma

 
are

 
]iving

 
in
 
the

 
suberb

 ofAmagasaki  city  where

    
5,

 
When

 
P-K

 reaction  syith  the  pollen extract  ef  Mrium  was  examined  for 2 cases  
of

 these  IVlerium
Pellen Asthma,  one  was  positive and  the  threshold  of  the  reaction  was  i :

 28.

                  Investigation for the  Determination of  Histamine  in lhe  Blood

              
Hidehiko Haruna, Ryoichi Endo  and  Yukimasa  OndaJ.S.D.F. Centra1

                               Hospital and  Mishuku  Hospital

Japa:.heTflhLl.2illii;71]/r3al.sleot:rpMXncati/raOliyOsfuV,iaStbai:il6're 
.b,}aa2h.O,,rne.:tt

 
aoliA;st:9.5i9.,efontaines

 many  probrems in

    
AuEhers

 
have

 previously been  investigated the  Shore's method  ln detai! from the  point of  view  as  puri-


